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千葉市立幸町第三小学校 

令和７年度学校だより 

９月号   

 (９月１日発行)  

ひとまわり成長  

「夏休み、あっという間だったね〜」 「え、もう９月？ なんか信じられないんだけど…」 

校内のあちこちでこんな声が聞こえてきます。 

群馬県伊勢崎市で、国内観測史上1位を更新する41.８℃を観測するなど、命に関わるような危険な

暑さの日が続きました。猛暑・酷暑といわれた、暑い暑い夏休みを過ごした子どもたちの、日焼けした

姿はたくましく、見違えるようでした。背も伸びて、ひとまわり成長した子どもたちが、元気に学校に戻

ってきてくれて、うれしい限りです。 

９月は、楽しいことが始まる月です！  

なぜかというと、、、学校の外に出る機会が増えるからです。   

９月中に、２年生、５年生の校外学習が予定されています。教室を飛び出して、自然や歴史、社会につ

いて、「本物」に触れて学ぶよい機会です。何より、友達や先生といっしょに「体験」する、特別な１日に

なるでしょう。「へえ～、そういう見方もあるんだ」 「〇〇って意外と面白いかも」、そんな新しい発見

が待っていることでしょう。 

「ま」：まなびを深め 高め合う子どもをめざし、 「学び」と「思い出」を両方得てきてほしいと思いま

す。１年生、３年生、６年生、4年生の校外学習は、それぞれ１１月、１０月、１２月、１月に予定しています。 

＜夏休み、「新しい挑戦」ができましたか？＞  

夏休みに入る前に、子どもたちに「新しいことに挑戦して！」というお話をしました。きっといろいろな経験

や体験をしたことでしょう。夏休み中は、教職員にとってさまざまな研修会に参加する機会があります。ある

研修会で、元スピードスケート選手の髙木菜那さんのお話を聞く機会がありました。金メダルを目指して「挑

戦」してきた高木さんのお話の中で、印象に残った言葉をお伝えします。 

・壁や困難は目標や夢に向かって「挑戦」している人にしか現れないもの    

・努力することに無駄なことは一つもない 

・努力と結果は比例しない でも 努力は絶対自分の身になる 

・自分の脳で考える 

   

 ９月からも様々なことに挑戦し、体験して、今よりもさらに成長してほしいと思います。 

 

幸町の盆踊りで皆様にお会いしたのは、もう１か月以上前。残暑が厳しいですが、季節は少しずつ

秋へと向かっています。私は、秋の夜長、「できるだけたくさんの本を読もう」と思います。デジタル

ではなく、「紙」の本を、１ページ、１ページめくりながら読みたいと思います。 

 千葉市立幸町第三小学校長   


